
教育目標： 郷土を愛し、確かな学力と豊かな心をもった 健康で実践力のある生徒の育成

７月２２日 発行 №４ えびの市立加久藤中学校 文責：校長

１日（月） サマースクール・平和学習
１０日（水）～１６日（火） 学校閉庁日
１１日（木） 山の日
２２日（月） サマースクール
２３日（火） サマースクール
２９日（月） １学期後半開始日
２９日（月） いい子あいさつ運動アイマスク体験 車いす体験

７月６日(水)、１年生は、『吉都線・肥薩線学習』を
行いました。当日はあいにくの雨模様でしたが、予定
どおりの学習を行うことができました。
吉松駅ではボランティアの方から「肥薩線列車退行

事故」の悲しいお話を聞きました。
また、真幸駅ではホームからスイッチバック方式の

線路を見学し、みんなで幸せの鐘を鳴らしました。
今回、社会教育課地域学校協働活動推進員及びボラ

ンティアの方々のご協力で充実した体験学習を実施す
ることができました。ありがとうございました。

７月６日(水)～８日(金)、２年生が修学旅行に行っ
てきました。今年度の訪問地は、長崎県と熊本県でした。
１日目は、熊本港からフェリーで雲仙に渡り、「雲仙岳
災害記念館」で、雲仙の歴史や普賢岳の災害について学
習しました。昼食後、長崎市の原爆資料館で、原爆を体
験された方の講話を聞いたり、資料館を見学したり、平
和のセレモニーを行ったりして、戦争について平和につ
いて考えるよい機会となりました。２日目は、長崎の歴
史的建造物の大浦天主堂とグラバー園を見学しました。
その後は、ハウステンボスに移動して、美しい町並みや
アトラクションを楽しみました。３日目は、多くの生徒
が楽しみにしていた熊本県の「グリーンランド」に行き
ました。多くの生徒たちが、ジェットコースターをはじ
めとしたスリル満点の乗り物を満喫しました。天気にも
恵まれ、充実した３日間を過ごすことができました。
旅行先の変更や日程の短縮等、保護者の皆さまには、

多大なるご理解、ご協力を賜りました。お陰様をもちま
して、生徒の心に残る修学旅行になりました。
本当にありがとうございました。

平和祈念像
被爆体験者の講話

７月６日(水)、３年生が『福祉疑似体験学習』を行
いました。 最初に教室で、これまでの福祉学習を振
り返るとともに、体験の事前学習を行いました。 そ
の後、校内の各所で「車椅子体験」「アイマスク体験」
「高齢者疑似体験」を行いました。
３年生にとって、福祉について考えるよい機会とな

ったようでした。

７月１４日(木)に、１６日(土)から始まる、県吹奏
楽コンクールと県中総体の選手壮行会が行われました。
最初に、各選手から決意発表があり、その後に生徒

会長・校長から激励の言葉がありました。最後に、テ
ニス部主将が選手宣誓を行い壮行会が終了しました。
２３日(土)からも４つの種目に選手が出場します。加
久藤中生の誇りと責任をもって大会に臨んでほしいと
思います。（結果は次の加久藤中だよりで）


